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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
活

動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
活
動

者
数
は
、
岩
泉
町
１
１
，
４
２
３
人
、

宮
古
市
２
，
９
６
３
人
、
久
慈
市
３
，

６
１
５
人
の
合
計
１
８
，
０
０
１
人
と

さ
れ
て
い
ま
す
。（
昨
年
９
月
１
日
～

10
月
18
日
）

　

各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
日
頃
の
社
協

活
動
で
は
想
像
で
き
な
い
知
識
、労
力
、

調
整
力
、
判
断
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

各
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
が
円
滑
に
実
践
で
き
た

の
は
、
市
町
村
社
協
を
は
じ
め
、
全
国

か
ら
集
結
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
方
々
の
力
強
い
支
え
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
支
援
活
動
に
携
わ
っ
た
岩
泉

町
、
久
慈
市
、
宮
古
市
の
各
社
協
職
員

の
皆
さ
ん
か
ら
、｢

支
援
体
制
を
ど
の

よ
う
に
整
え
た
の
か｣

｢

復
興
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か｣

｢

復
興
の

状
況
（
成
果
）
と
今
後
の
課
題｣

な
ど

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

概
要
の
要
約
を
お
伝
え
し
ま
す
。

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る

　

昨
年
８
月
30
日
に
岩
手
県
太
平
洋
沿

岸
部
に
上
陸
し
た
台
風
10
号
に
よ
り
、

県
内
で
は
５
市
４
町
３
村
で
人
的
被

害
、
家
屋
の
流
出
、
床
上
浸
水
、
床
下

浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
、
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
岩
泉
、
久
慈
、
宮
古
の
３

市
町
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
は
、
岩
泉
町
で
６
８
８
棟

（
本
年
７
月
６
日
現
在
）、
宮
古
市
で

１
４
４
棟
（
昨
年
11
月
末
現
在
）、
久

慈
市
で
全
壊
・
大
規
模
半
壊
が
１
６
５

棟
（
本
年
７
月
７
日
現
在
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
８
月

31
日
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
同
時
に
岩
手
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
事
務
局
と
し

て
派
遣
調
査
に
着
手
。
宮
古
市
・
久
慈

市
・
岩
泉
町
及
び
釜
石
市
の
現
地
調
査

に
職
員
を
派
遣
し
、
家
屋
や
社
会
福
祉

施
設
等
の
被
害
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

台
風
10
号
豪
雨
か
ら
１
年
。
こ
れ
ま

で
岩
泉
町
・
宮
古
市
・
久
慈
市
の
各

岩
泉
町
・
宮
古
市
・
久
慈
市
の

各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

ど
の
よ
う
に
支
援
体
制
を
整
え

復
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
の
か

特  集　台風10号豪雨から１年

災害から復興へ
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本
年
度
の
社
協
の
事
業
計
画
の
基
本

方
針
に
は｢

誰
も
が
住
み
よ
く
、
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち｣

を
掲
げ
、
被
災

者
支
援
事
業
に
は
生
活
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
と
被
災
者
支
援
サ
ロ
ン
の

運
営
な
ど
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
は
台
風
10
号
災
害
の
８
か
所

と
東
日
本
大
震
災
２
か
所
。
新
規
サ
ロ

ン
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
も
運

営
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
サ
ロ
ン
ば
か

り
で
な
く
、
畑
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
農
園
な
ど
被
災
者
の
選
択
肢
を
増

や
し
、
地
域
住
民
と
の
か
か
わ
り
を
増

や
す
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
生
活
支
援
相
談
員
の
役
場
職

員
、
社
協
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
チ
ェ

カ
等
で
構
成
す
る｢

岩
泉
町
よ
り
そ
い

隊｣

が
、
被
災
者
の
見
守
り
訪
問
や
サ

ロ
ン
活
動
を
通
し
て
生
活
再
建
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
泉
町
に
は
支
え
合
い
助
け
合
い
の

源
と
な
る｢

結
い
の
心｣

が
息
づ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
被
災
地

で
培
わ
れ
た
経
験
や
支
援
活
動
を
通
じ

て
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
資
す
る
こ
と
、
ま
ち
の
地
域
お

こ
し
で
す
。

　

先
ご
ろ
は
、
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
か
っ
て
歩
き
出

し
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
ふ
れ
あ
い
の

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に

　

岩
泉
町
は
耕
地
が
少
な
く
、
林
野
率

の
高
い
町
で
す
。
河
川
は
小
本
川
、
安

家
川
、
摂
待
川
が
流
れ
、
流
域
に
沿
っ

て
集
落
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
10
号
に
よ
り
町
内
全
域
で
河
川

が
氾
濫
し
、
交
通
網
が
断
絶
し
ま
し

た
。
住
家
９
６
２
棟
、
住
家
以
外
の
建

物
９
０
５
棟
が
被
災
し
、
被
災
者
は

１
，
５
６
８
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
町

全
体
人
口
の
約
10
％
の
住
民
が
被
災
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
（
平
成
29
年
３
月

時
点
）。

　

岩
泉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
本
部
）
は
、
小
川
地
区
と
小
本
地
区

の
両
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の
活
動
を
10
月
31

日
ま
で
実
施
し
、
11
月
１
日
か
ら
本
部

に
統
合
し
て
機
能
を
集
約
し
ま
し
た
。

県
社
協
、
市
町
村
社
協
、
青
森
・
秋
田
・

山
形
県
社
協
、遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
、

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
多
く
の
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ハ
ー
ド

面
の
土
砂
搬
出
な
ど
は
終
了
が
見
え
、

ソ
フ
ト
面
は
新
た
な
支
援
体
制
の
構
築

場
を
作
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｢

あ
り
が
と
う
を
込

め
な
が
ら
歩
き
出
そ
う｣

（
８
月
26
日
）

を
町
中
心
部
で
開
催
し
ま
し
た
。
構
成

メ
ン
バ
ー
は
、
町
長
、
社
協
会
長
、
ボ

ラ
連
会
長
、
う
れ
い
ら
商
店
会
長
の
ほ

か
、
災
害
復
興
に
尽
力
し
て
頂
い
た
多

く
の
地
元
関
係
機
関
が
後
援
・
協
賛
し

ま
し
た
。

復
興
半
ば
の
被
災
地

　

８
月
７
日
時
点
で
１
７
５
世
帯

３
３
７
人
が
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
お

り
、
支
援
課
題
は
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

ま
す
。
社
協
と
住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
地
域
活
動
に
み
ん
な
が
参
加
す
る
意

欲
の
醸
成
も
課
題
で
す
が
、
平
時
か
ら

行
政
と
社
協
、
住
民
と
社
協
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
職
員
一
同
、
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も｢

地
域
の
暮
ら
し
と
い

の
ち
を
守
る｣

と
い
う
社
協
の
一
貫
し

た
信
念
や
使
命
を
多
く
の
方
々
と
共
有

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
支
援
活
動
と
平
行
し
な
が

ら
、
一
層
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

活
動
、
補
助
活
動
な
ど
に
参
加
で
き
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
寡
黙
な
高
齢
者

や
被
災
者
の
要
望
を
丹
念
に
拾
い
上
げ

な
が
ら
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
生
活
支
援

相
談
員
ら
が
丹
念
に
足
を
運
ん
で
い
ま

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
募
集
方
法
で
は
ニ
ー
ズ
と
活
動

希
望
者
の
ス
ム
ー
ズ
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が

難
し
か
っ
た
た
め
、
春
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
土
・
日
曜
日
の｢

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者｣

募
集
を
実
施
。
県

内
外
か
ら
仕
事
の
休
み
を
利
用
し
て
参

加
す
る
方
も
お
り
、
近
々
、
地
元
住
民

に
向
け
た
情
報
シ
ス
テ
ム
も
始
動
さ
せ

ま
す
。

　

被
災
で
集
会
施
設
が
流
さ
れ
、
特
に

被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の
不
安
を
払

拭
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

移
動
サ
ロ
ン
を
集
落
ご
と
に
実
施
し
、

住
民
の
方
々
の
交
流
の
機
会
を
設
け
ま

し
た
。
孤
立
し
た
集
落
を
重
点
エ
リ
ア

と
し
て
、
サ
ロ
ン
活
動
に
付
随
す
る
形

で
見
守
り
や
物
資
配
布
を
実
施
し
ま
し

た
。
被
災
し
た
集
落
を
よ
く
把
握
し
て

い
る
支
援
関
係
者
の
協
力
と
、
遠
隔
地

域
の
部
落
長
さ
ん
や
地
元
の
方
々
と
の

調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

急
が
れ
る
復
興
支
援
と

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

岩泉町社会福祉協議会

台風10号の被災地で培った経験を生かすために

阿部 次男
事務局長

三上 美幸
地域福祉課長補佐　

総務係

遠藤　　旭
地域福祉課
総務係長

井上　恵太
地域福祉課 総務係

ボランティアコーディネーター
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な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
方
法

や
内
容
に
関
し
て
知
ら
ず
に
い
る
住
民

も
多
く
、現
場
を
回
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
人
が
必
要
（
※
管
内
の
応
援
社

協
職
員
が
適
任
）
で
し
た
。

　

さ
ら
に
被
災
者
の
情
報
を
把
握
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
材
育
成
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
と
、
そ
の
反
省
点

と
し
て
は
、
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
技

や
才
能
を
活
か
す
工
夫
を
す
る
こ
と
▽

継
続
し
て
同
じ
人
が
支
援
に
行
く
際

は
、
当
日
の
手
続
き
を
省
く
工
夫
も
必

要
な
こ
と
。

　

全
体
的
に
は
▽
マ
ス
コ
ミ
の
対
応
は

一
本
化
す
る
こ
と
▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
を

通
し
て
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入
れ
る
こ
と
▽
現
状
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
状
況
な
ど
を
発
信
し
、
視
覚

に
訴
え
る
こ
と
▽
日
頃
か
ら
災
害
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
し
て

お
く
こ
と
▽
中
・
高
校
生
を
巻
き
込
ん

だ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訓
練
や
、
持

続
的
な
研
修
会
が
必
要
な
こ
と
、
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

被
災
者
の
側
に
居
続
け
る
大
事
さ

　

社
協
間
の
つ
な
が
り
や
外
部
団
体
の

支
援
の
ほ
か
、
民
生
委
員
の
方
々
も
大

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
日
数
は
42
日
間

　

久
慈
市
で
は
住
家
１
，６
３
９
棟（
東

日
本
大
震
災
の
際
は
５
６
８
棟
）
が
被

災
し
、
国
道
２
８
１
号
が
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

久
慈
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
９
月
～
10
月
ま
で
の
約
２
か
月

間
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
日
数

は
42
日
間
に
及
び
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
状
況
は
、｢

個

人｣

が
８
８
９
名
（
市
内
２
４
５
名
、

県
内
２
８
５
名
、県
外
３
５
９
名
）、｢
団

体｣

が
97
団
体
（
市
内
26
団
体
、
う
ち

中
高
校
生
は
12
団
体
。
県
内
は
38
団

体
、
県
外
は
33
団
体
）
で
し
た
。
久
慈

地
区
、
二
戸
地
区
広
域
社
協
派
遣
支
援

と
し
て
、
延
べ
86
名
の
方
々
か
ら
延
べ

26
日
間
ご
支
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
受
付
ニ
ー
ズ

が
４
０
０
件
あ
り
、
実
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
は
３
，
６
４
２
名
（
内
訳
は
個
人

１
，
６
４
０
名
、
団
体
２
，
０
０
２
名
）

で
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
は
９
月
12
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
設
置
し
、
利
用
者
数
は

き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
中
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
思
い
と
支
援
の
熱
さ
に
驚

き
、
災
害
に
対
す
る
福
祉
教
育
の
大
切

さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
被
災
者
が
「
元
」

の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒
に

前
に
進
ん
で
い
く
「
核
」
と
な
る
の
が

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
そ
の
養
成

が
大
切
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
か
ら
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

◦�

困
っ
て
い
ま
す
。
助
け
て
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
る
と
い
つ
で
も
来
た
い
。

◦�

地
元
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
れ

る
人
、
同
じ
思
い
の
仲
間
が
い
る
な

ど
、
受
け
入
れ
側
の
雰
囲
気
が
心
を

繋
ぎ
届
け
る
。

◦�

被
災
さ
れ
た
方
が
元
の
生
活
に
戻
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
繋
が
り

が
で
き
、
見
届
け
る
こ
と
が
何
よ
り

の
達
成
感
で
あ
り
、満
足
感
で
あ
る
。

◦�

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
、
共

に
活
動
す
る
仲
間
同
士
の
絆
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
側
の
何
よ
り
の
生

き
が
い
に
な
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
の
声
を
活
か
せ

る
体
制
を
整
え
、
住
民
に
寄
り
添
え
る

社
協
を
目
指
し
ま
す
。

１
４
０
名
で
し
た
。
宿
泊
所
は
民
間
人

宅
を
延
べ
48
名
が
利
用
し
ま
し
た
。

運
営
の
中
で
気
が
つ
い
た
こ
と

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
中
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
構
成

団
体
の
４
者
（
市
、
社
協
、
ボ
ラ
連
、

青
年
会
議
所
）
は
う
ま
く
連
携
が
取
れ

ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
後
も
継
続

的
つ
な
が
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　

問
題
発
生
時
に
留
意
す
べ
き
こ
と

は
、
▽
構
成
団
体
の
共
通
認
識
を
確
立

す
る
た
め
に
よ
く
話
し
合
う
こ
と
▽
社

協
職
員
、
ボ
ラ
連
等
、
交
代
制
で
関
わ

る
メ
ン
バ
ー
の
意
思
統
一
が
必
要
な
こ

と
▽
知
り
得
る
知
識
を
共
有
す
る
こ

と
、な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
の
受
付
体
制
に

つ
い
て
は
、
▽
要
請
さ
れ
た
家
の
実
態

把
握
と
指
導
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
必
要
な
こ
と
▽
要
請
さ
れ
た
以
外
の

こ
と
も
確
認
で
き
る
、
活
動
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
▽
範
囲
や
終
結
に
つ

い
て
の
基
準
を
決
め
て
お
く
こ
と
、
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

県
内
外
か
ら
の
支
援
に
よ
り

災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
を
円
滑
に
実
践

久慈市社会福祉協議会

寄り添いの心、実働ボランティア数は３,６４２名

木戸口敏男
事務局長

高谷　淳子
久慈市ボランティア活動
センター運営委員長
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佐々木美幸
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気
に
な
る
世
帯
を
中
心
に
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

川
井
地
区
は
昔
か
ら
行
政
と
住
民
の

つ
な
が
り
が
深
く
、
被
災
直
後
は
地
域

力
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
発
災
か

ら
４
週
間
後
（
昨
年
９
月
20
日
～
）、

ニ
ー
ズ
終
了
の
目
途
が
立
っ
た
た
め
、

新
里
サ
テ
ラ
イ
ト
は
９
月
28
日
に
閉
鎖

し
ま
し
た
。

　

川
井
サ
テ
ラ
イ
ト
は
９
月
30
日
に
閉

鎖
し
、
本
部
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

で
集
約
後
、
最
終
的
に
は
10
月
10
日
の

閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
力
で

　

今
回
の
台
風
10
号
で
は
被
災
後
も
自

宅
を
修
繕
し
て
住
む
方
が
多
く
、
自
宅

内
の
片
付
け
に
疲
弊
し
て
い
る
住
民
が

多
か
っ
た
た
め
、
疲
労
感
が
少
し
で
も

緩
和
さ
れ
る
よ
う
支
援
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

活
動
で
は
六
年
前
の
大
震
災
時
に
活

躍
し
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
土
地
勘

や
経
験
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
運
営
側
と
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
図

ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
強
み
で
し
た
。

　

運
営
で
は
エ
リ
ア
ご
と
に
ニ
ー
ズ
の

整
理
や
見
直
し
を
定
期
的
に
行
い
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
そ

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
活
か
す

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
８
月
31
日
～
10
月

10
日
）、新
里
総
合
事
務
所
新
里
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
９
月
４
日
～
９
月

28
日
）、川
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
９

月
４
日
～
９
月
30
日
）
の
３
か
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

運
営
体
制
は
▽
ニ
ー
ズ
班
▽
総
務
班

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
班
（
受
付
・
送

り
出
し
・
資
材
準
備
）
▽
マ
ッ
チ
ン
グ

班
な
ど
。

　

各
班
に
お
い
て
社
協
各
部
所
が
日
頃

の
業
務
の
専
門
性
を
発
揮
し
、
ま
た
情

報
発
信
や
現
地
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

と
し
て
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
を
活

か
し
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
っ
こ

ベ
ー
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
こ
ラ
ボ
が

れ
を
生
活
支
援
相
談
員
と
常
に
共
有

し
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
み
な
が
ら
生
活

支
援
相
談
員
が
戸
別
に
訪
問
し
て
傾
聴

し
、
時
に
は
行
政
と
連
携
し
て
支
援
制

度
等
の
情
報
提
供
と
活
用
を
促
し
た
り

と
今
後
の
生
活
再
建
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
は
、
東
日
本
大
震
災

時
に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
恩
返

し
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
と
い

う
方
も
多
く
、今
ま
で
の
活
動
か
ら「
ヒ

ト
」
と
「
人
」
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

今
も
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
災
害
時
だ

か
ら
で
は
な
く
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中

で
の
つ
な
が
り
・
関
係
性
が
い
か
に
大

切
で
あ
る
こ
と
を
共
感
し
、
災
害
時
、

市
民
の
活
動
参
加
を
促
進
し
て
い
く
か

が
課
題
の
１
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
度
の
災
害
を
通
じ
て
な
ぜ
社
協
が

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
、
被
災
者
を
支
援
す
る
の
か
。
地
域

と
協
働
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
責
任
と
役
割
の
重
さ
を
、
み
ん
な

が
改
め
て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
地
域
の
力
を
高
め
て
い
く
た
め
、

住
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
と
の

連
携
及
び
社
協
間
の
つ
な
が
り
を
強
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
の
違
い
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
期
間
が

短
期
（
１
か
月
）
だ
っ
た
こ
と
と
、
被

災
地
が
内
陸
（
山
間
部
な
ど
）
中
心
で

局
地
的
だ
っ
た
こ
と
で
す
が
、
東
日
本

大
震
災
と
台
風
の
両
方
の
被
害
を
受
け

た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

市
社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
は
、
設
置
直
後
か
ら
多
く
の

ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ（
９
月
２
日
時
点
、

79
件
）
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
と
共

通
す
る
こ
と
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方

の
生
活
が
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
せ
る

よ
う
に
と
い
う
想
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

新
里
地
区
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
発
災
直

後
は
道
路
が
寸
断
し
た
こ
と
か
ら
、
地

元
の
方
々
（
自
治
会
、
民
生
委
員
、
消

防
署
、中
学
生
な
ど
）
が
中
心
と
な
り
、

が
れ
き
撤
去
や
家
財
運
搬
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

川
井
地
区
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、保
健
セ
ン
タ
ー
、

社
協
等
が
協
力
し
合
い
、
高
齢
者
な
ど

支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
に

求
め
ら
れ
た
調
整
力
と
判
断
力
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